
STOP︕転倒災害プロジェクト神奈川2023
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令和4年に神奈川県内で発生した休業4日以上の死傷災害は新型コロ
ナウイルスを除くと死傷者数7,792人でした（新型コロナウイルスを
含むと16,571人）。
事故の型別では「転倒」が最多で死傷者数1,996人、全体の約25.7％
でした。
過去には、平成11年まで「墜落､転落」「はさまれ､巻き込まれ」
「転倒」の順に多く発生していましたが、平成12年から19年までは
「転倒」が「墜落､転落」に次いで多く、平成20年以降「転倒」が最
多発災害となりました。

近年は、腰痛をはじめとする「動作の
反動､無理な動作」が当該期間で28.4%増
加し増加率トップであり、「転倒」に次
ぐ発生件数です。

「転倒」の推定要因は、
・第三次産業での増加
・腰痛を含めた「行動災害」での増加
という発生状況から、
・第三次産業の就業人口増加
・一般に安全衛生水準が

他業種より低く、
根本的対策が困難なこと

が挙げられます。
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「STOP！転倒災害プロジェクト2015」を起点として「転倒」災害
防止のため全国的取組みを開始しました。

神奈川労働局では『STOP！転倒災害プロジェクト神奈川』として平
成27年から同様に取組みを開始し、独自に公益財団法人かながわ健康
財団の意見を参考に転倒予防のための体操

「ころばNICEかながわ体操」
を考案し、提案・周知を
• 6月：全国安全週間の準備期間
• 2月：積雪・凍結の転倒リスク高
を重点取組期間として行ってきました。

令和5年度から第14次労働災害防止計画が開始するとともに、転倒
災害防止対策も腰痛と併せ「行動災害防止対策」として変化していま
す。
ポイントは
• ハード面はエビデンスに基づく具体的対策を履行
• ソフト面は高齢者対策を含む身体機能低下防止
• ハード、ソフト両面に取組
• 中高年齢女性に対しては骨粗鬆症検診受診勧奨
です。

神奈川労働局では今後も『STOP！転倒災害プロジェクト神奈川』の
名称を継続しつつ、新たな転倒災害防止対策を進めていきます。

身体機能低下防止の一助に活用してください。

各種情報発信をしています。

神奈川労働局における取組み神奈川労働局における取組み

神奈川労働局サイト内
https://jsite.mhlw.go.jp/kanagawa-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/
anzen_eisei/hourei_seido/ korobanice.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/

https://jsite.mhlw.go.jp/kanagawa-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/


転倒災害の種類と主な原因転倒災害の種類と主な原因
転倒災害は、大きく３種類に分けられます。似たような危険はありませんか？

［主な原因］
• 床が滑りやすい素材
• 床に水や油が飛散
• ビニール・紙など、滑りやす
い
異物が床に落ちている
（作業環境管理）

［主な原因］
• 床に凹凸や段差がある
• 床に荷物や商品、台車など放
置されている
・暗くて足元が見えない
（照度不足）
（作業環境管理）

［主な原因］
• 大きな荷物を抱えるなど、
足元が見えない状態での作業

• 暗くて足元が見えない
（照度不足）

• 主たる作業現場でないために、
掃除が不十分
（作業管理）

転倒災害防止対策のポイント転倒災害防止対策のポイント
転倒災害を防止することで、安心できる作業となり、作業効率の向上が望めます。

滑り つまずき 踏み外し

 歩行場所に物を放置しない

 床面の汚れ（水、油、粉等）

を取り除く

 床面の凹凸、段差等の解

消

 手すり、滑止めの設置

 時間に余裕を持って行動

（作業時間の適正化）

 滑りやすい場所では小さな

歩幅で歩行 （教育）

 足元が見えにくい状態で

作業させない

 作業に適した靴の着用

 職場の危険マップの作成に

よる危険情報の共有

（危険の見える化）

 転倒危険場所に

ステッカー等で注意喚起

（転倒危険個所の見える化）

小さすぎる靴･･･足指が動かしにくく、バランスを崩したときに足の踏ん張りがきかなくなります。
大きすぎる靴･･･歩行時に足が前後斜めに動き、靴のつま先やかかとが足の動きに追随できなくなりま
す。靴は、自分の足に合うサイズのものを使いましょう。

靴の屈曲性靴の屈曲性

靴の重量バランス靴の重量バランス

つま先部の高さつま先部の高さ 耐滑性が強すぎると摩擦が強くなり
すぎてつまずく場合があります。靴
底の耐滑性は、職場の床の滑りやす
さの程度に応じたものとし、靴は状
況を見て選定しましょう。

特に高齢者は擦り足歩行の傾向があ
るので、つま先部の高さ（トゥスプ
リング）が低いと、ちょっとした段
差につまずきやすくなります。

靴の屈曲性が悪いと、足
に負担がかかり、擦り足
になりやすく、つまずき
の原因となります。

つま先部に偏荷重があると歩行時につま先部が上がり
にくく（トゥダウン）、無意識のうちに擦り足になり
やすく、つまずきを生じやすくなります。

靴が重いと足が上がりにくくなり、擦り足にな
りやすく、つまずきの原因となります。感じる
重量は個人差がありますが、短靴では 900g/足
以下のものをお勧めします。

靴の重量靴の重量
靴底と床の耐滑性のバランス靴底と床の耐滑性のバランス

［コラム］正しい靴の選び方［コラム］正しい靴の選び方



チェック項目 ☑
１ 通路、階段、出口に物があれば片づける。 ☐
２ 床の水･氷･油･粉類などを除去、放置しない！ ☐
３ 足元の十分な明るさ（照度）を確保。 ☐
４ 転倒予防の教育を実施。 ☐
５ 作業靴は①作業現場にあった耐滑性＆②適したサイズ。 ☐
６ 転倒しそうな／転倒のあった場所の危険マップを作成し、周知。 ☐
７ 段差のある箇所・滑りやすい場所に標識で注意喚起。 ☐
８ ながらスマホ、ポケットに手を入れ歩く等を禁止！手すり持って階段昇降。 ☐
９ ストレッチ体操・転倒予防体操などを導入 ☐

転倒災害防止のためのチェックシート転倒災害防止のためのチェックシート

具体的な対策の一例具体的な対策の一例
状況 具体的な対策（ハード対策、ソフト対策）

つまずき：
障害物や凹凸以外

ソフト面：身体機能低下防止、骨粗鬆症検診の受診
（中高年齢の女性）

つまずき：
通路等に置かれた物

ハード面：放置しないよう徹底

つまずき：
作業場、通路の什器

ハード面：設備等の角の「見える化」

滑り：
水場以外の人為的な水、油

ハード面：除去、清掃、それら措置前の立入禁止

滑り：
水場

ハード面：滑りにくい床材の導入、適度な耐滑性の靴を使用

滑り：
雨に濡れた通路等

ハード面：雨に濡れて滑りやすい場所の特定、雨天時の立入禁止、
滑りにくい床材の導入

サポート関係サポート関係

エイジフレンドリー補助金：
主に、ハード面にかかる設備の改善への費
用の一部の助成を行います。
(一社)日本労働安全衛生コンサルタント
会に委託され、申請受付期間は令和5年6
月12日から10月末日までです。

ゼロ災 無料出張サービス：
主に、ソフト面にかかる支援です。
(独)労働者健康安全機構 神奈川産業
保健総合支援センターが行っています。
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